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動向（現状）

（1）市内の小・中学校においては、確かな学力の向
上と豊かな人間性の育成を柱とした「生きる力」
を身につけさせ、学習指導要領を踏まえ、さらに
各学校が特色ある教育活動を推進していくことが
期待されています。

（2）児童・生徒が犯罪に巻き込まれたり、また、不
登校、いじめ、暴力行為などさまざまな問題を引
き起こさないように、生活指導や人権教育の充実
を図り、健全育成を進め、児童・生徒が安心して
学校に通えるための取り組みが期待されています。
また、児童・生徒の安全を確保するため、学校と
家庭・地域が連携し、登下校時のスクールゾーン
での対応や、学区域での巡回・パトロールなどを
実施しています。

（3）各学校がより充実した教育活動を行っていくた
めには、地域との連携が不可欠であり、幅広い経
験や豊富な知識を持つ人材を広く活用しながら、
今まで以上に学校の活性化を進め、児童・生徒か
らも、家庭・地域からも信頼される「開かれた学
校」づくりを推進することが求められます。

（4）学校施設の耐震化を計画的に進めていますが、
さらに今後も引き続き対応していくことが急務で
あり、災害時の地域の拠点施設としての補強など
も求められています。また、大半の学校施設や学
校給食センターは耐用年数を迎えつつあり、その
対応も必要な時期にきています。さらに充実した
教育活動を行っていくための情報基盤の整備や、
学校図書館の充実などへの対応や、教職員の指導
力の向上が求められています。

今後の課題

（1）学期・学区域・学級編制など、教育制度の規制
緩和や弾力的運用が進んできていますが、今後も、
国の動きや制度の改正などを見極めながら、教育
課題に適切に対応していく必要があります。また
今後、児童・生徒の個々の教育ニーズ*に対応し
た支援を行っていく必要があり、それらに対応し
た教育環境の整備を計画的に行っていく必要があ
ります。

（2）児童・生徒の安全については、学校と家庭・地
域がなおいっそう連携し、家庭や地域における安
全意識を高めるとともに、地域で子どもを見守る
体制を強化していく必要があります。

（3）より充実した教育活動を行っていくためには、
学校と家庭・地域との連携が必要であり、今まで
以上に学生や地域のボランティアの協力を得るな
ど、開かれた学校づくりを積極的に進め、学校が
さまざまな活動を通して地域コミュニティの拠点
となるように活性化し、さらに学校を支える地域
の教育力が向上していくことが必要です。

（4）学校施設については、児童・生徒の安全を第一
に優先し施設の耐震化を進めるとともに、あわせ
て耐用年数が到来している施設への計画的な対応
が必要です。

動向（現状）と課題

＊ニーズ…需要、必要とされるもの。

第3章　ひ　と … 健康で、はつらつとしたまちをめざして ― 次世代育成・健康福祉・教育・生涯学習 ―

第3節　学力の向上と地域の連携を実現する。（教育）

小・中学校1
第3節　学力の向上と地域の連携を実現する。（教育） 1 小・中学校

2 家庭・地域の教育

3 幼児教育
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前期基本計画【各論】

本計画における基本方針

予定される計画事業

（1）学校施設（体育館含む）の耐震補強・大規模改造（バ
リアフリー化含む）工事の実施 

（2）教育制度等の改変や児童・生徒数の増にともなう学校
施設の増築 

（3）学校施設及び学校給食センターの計画的改修・設備機
器の設置 

（4）学校校庭の芝生化の検討・試行 

（1）（仮称）総合教育基本計画の検討 

（2）学力向上と豊かな人間性の育成のための施策の検討 

（3）教育課題に対応した教育環境（副読本、コンピュータ等）
の整備 

（4）教員の資質の向上をめざした研修の充実 

（5）地域特性や学校の実態に応じた少人数学級・少人数指
導の実現に向けた検討 

（6）スクールカウンセリングなど教育相談の充実 

（7）特別支援教育移行への対応 

（8）学校安全・防犯対策の検討 

（9）学校支援ボランティアや地域住民による学校教育への
参画の促進 

（10）学校給食への地元産農産物導入の推進（再掲） 

（11）学校施設及び学校給食センターの備品の計画的買替え 

（12）学校図書館の充実 

事　業　項　目 前半〔5年間〕 後半〔5年間〕 目標設定 

施
設
事
業 
非
施
設
事
業 

（1）教育委員会における「教育目標及び基本的な考
え方」にもとづき、小・中学校においては、児
童・生徒の学力の向上、社会性の育成、心身の健
全な成長のための教育活動を推進していきます。

（2）児童・生徒が学校や地域で安全に生活し、また
健全に育つように、学校と家庭・地域が連携して
対応を図っていくとともに、安全管理体制の充実
に努めます。

（3）これからの小・中学校においては、学校を取り
巻く周辺地域全体での協力や、地域交流、地域コ

ミュニティづくりをいっそう推進し、地域の声を
取り入れるなど地域に根ざした学校づくりをさら
に進めます。

（4）今後、小・中学校施設は地域にとってもよりい
っそう安全な施設として信頼されることが必要で
あり、地域の安全な拠点として、耐震化を含め実
情に応じた施設整備を推進します。また、教育活
動を進めるうえでの情報基盤の整備や、学校図書
館と市立図書館の連携を密に図っていきます。

第
３
章
ひ
　
と
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市内の市立小・中学校の推移 
（各年５月１日現在） 

平成 
13 14 15 16 17

(校 ) 19 19 19 19 19

(人 ) 9,079 9,231 9,467 9,547 9,662

(学級 ) 300 300 305 309 314
(㎡ ) 110,349 110,349 110,378 110,378 110,715

校　舎 (㎡ ) 95,517 95,517 95,546 95,546 95,883

体育館 (㎡ ) 14,832 14,832 14,832 14,832 14,832

(校 ) 8 8 8 8 8

(人 ) 3,886 3,863 3,848 3,813 3,812

(学級 ) 113 114 112 111 112

(㎡ ) 58,914 58,914 58,914 59,305 59,305

校　舎 (㎡ ) 51,384 51,384 51,384 51,775 51,775

体育館 (㎡ ) 7,530 7,530 7,530 7,530 7,530

（資料：教育庶務課・学務課） 
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市内の市立小・中学校図書館蔵書数の推移 
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前期基本計画【各論】
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動向（現状）

（1）近年、子どもの犯罪や家庭内の虐待が注目され
ており、子どもたちを取り巻く家庭環境、社会環
境が大きく変化している状況があります。また、
犯罪の低年齢化、広域化、深刻化も指摘されてお
り、学校教育とともに家庭における教育力、地域
における教育力の向上が注目されています。

（2）子どもたちを取り巻く環境をより良く維持して
いくために、家庭、地域における役割は大きく、
市民や地域社会と行政による連携のなかで、さま
ざまな対策が講じられています。

今後の課題

（1）次世代を生きる子どもたちが社会への適応性を
身につけ、人として健全な人生を送ることができ
るように、家庭・学校・地域社会がそれぞれ適切
な役割を果たしつつ、相互に緊密に連携し、社会
全体で子どもたちの健全な育成を推進していくこ
とが必要です。

（2）子どもたちの健全育成の取り組みを効果的に機
能させるためには、各家庭、自治会や子どもの育
成団体、行政機関が協力して、できるだけ早い段
階から対応していくことが必要です。

動向（現状）と課題

第3章　ひ　と … 健康で、はつらつとしたまちをめざして ― 次世代育成・健康福祉・教育・生涯学習 ―

第3節　学力の向上と地域の連携を実現する。（教育）

家庭・地域の教育2
第3節　学力の向上と地域の連携を実現する。（教育） 1 小・中学校

3 幼児教育

2 家庭・地域の教育
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前期基本計画【各論】

本計画における基本方針

予定される計画事業

（1）（仮称）家庭・地域連携推進委員会の設置と推進 

（2）地域教育サポート・ネットの充実（地域教育連携推進
事業〈地域教育プラットフォーム事業〉） 

（3）家庭や子育てをテーマにした公民館講座の実施 

（4）青少年健全育成に関する啓発事業の推進 

事　業　項　目 前半〔5年間〕 後半〔5年間〕 目標設定 

非
施
設
事
業 

（1）市内部に「（仮称）家庭・地域連携推進委員会」
を設置するとともに、家庭や地域の人たちを対象
に公民館の講座や市の出前講座、また市・関係機
関の会議などの機会をとらえて、子どもたちへの
社会の基本的なルールやマナーについて、社会的
な教育として啓発していきます。

（2）学校や家庭、また子どもの育成団体などをはじ
めとして、関係機関や団体間の横断的な連携を強
化することによって、児童・生徒の総合的な健全
育成を推進していきます。

第
３
章
ひ
　
と



108

動向（現状）

（1）近年の少子化など社会生活の変化を背景に、就
学前の教育への関心が一段と高まっており、市内
においてその重要な担い手である私立幼稚園にお
いては、一方で多様な保育需要に対応する幼稚園
アットホーム事業などを含めて、積極的に各種の
事業に取り組んでいます。

（2）これまでの私立幼稚園では、私学の特色を活か
した各施設の特色づくりと、少子化の進行に対す
る各施設独自の方策や創意工夫によって、保育機
能の充実など市民の期待に応え、高い就園率が維
持されてきています。

今後の課題

（1）今後は、市内の私立幼稚園といっそうの連携を
図り、地域や家庭の教育力を高めていくしくみを
整備・充実させていくことが重要であり、各幼稚
園と各保育施設などが地域で協調し、幼稚園が保
育機能を含めた幼児教育の総合センター的な機
能・役割を果たしていくことが求められます。

（2）私学の教育施設として経営の安定化をめざして、
引続き幼稚園の設置者に対し学校法人化などを要
請していくとともに、幼稚園と保育園の機能の総
合化などを検討するなかで、さらなる就学前の教
育機能の充実を図っていく必要があります。

動向（現状）と課題

第3章　ひ　と … 健康で、はつらつとしたまちをめざして ― 次世代育成・健康福祉・教育・生涯学習 ―

第3節　学力の向上と地域の連携を実現する。（教育）

幼児教育3
第3節　学力の向上と地域の連携を実現する。（教育） 1 小・中学校

3 幼児教育

2 家庭・地域の教育
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前期基本計画【各論】

本計画における基本方針

予定される計画事業

（1）幼稚園・家庭・地域の連携事業の推進 

（2）保育園との相互連携を含めた幼稚園アットホーム事業
の推進（再掲） 

（3）幼稚園の経営への支援 

事　業　項　目 前半〔5年間〕 後半〔5年間〕 目標設定 

非
施
設
事
業 

（1）今後とも、市内の私立幼稚園とともに、家庭や
地域の教育力を高めていくしくみを、私学の特色
を活かしながら、より公共的な機能を担っていく
視点から整備・充実していきます。

（2）少子化が進行するなかで、各私立幼稚園が地域
で協調して、保育機能を含めた幼児教育の総合セ

ンター的な機能と役割を果たしていくために、幼
稚園アットホーム事業など積極的に各種の事業に
取り組み、多様な需要に対応していきます。

（3）市内の就学前教育を担う中心的な施設として、
引続き幼稚園の設置者に対し経営の安定化をめざ
して学校法人化などを要請していきます。

第
３
章
ひ
　
と

私立幼稚園園児数の推移 
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（資料：保育課） 

（各年5月1日現在） 

(年度 )
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教育施設（幼稚園・小学校・中学校・高等学校・大学・専修学校等)
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前期基本計画【各論】
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動向（現状）

（1）現在市内には11ヵ所の公民館があり、各種の講
座や自主的なサークル活動を通じてみずから学び、
さまざまな文化学習活動を行っています。

（2）今後、高齢社会のなかで地域における仲間づく
りや、高齢者の社会参加などが盛んになり、生涯
学習の果たす役割はますます重要になってくるこ
とが予想されます。また今まで、社会教育として、
主に青少年やおとなのための学習文化活動の機会
を提供してきましたが、昨今、学習意欲は多様化
し、その分野も多岐にわたってきていることから、
市民みずからが学習していくことも含め、今後、
行政の関わる範囲やあり方についても大きな変化
が求められています。

（3）現在、生涯学習においては、それぞれの団体で
の活動は活発に行われていますが、大学と地域と
いったようなつながりは、一部では見受けられる
ものの全体的にはまだ少ない状況であり、より広
がりを持った生涯学習活動を展開していくための
しくみづくりが求められています。

今後の課題

（1）行政が関わる部分と市民・利用者が自主的・主
体的に活動していく部分を明らかにしたうえで、
自主的な運営を促進し、市民・利用者の自立を促
していく必要があります。

（2）民間においても多岐にわたって豊富で質の高い
講座が提供されていることから、民間部分との連
携やその活用により、従来から行政が担ってきた
部分を時代に則して見直す必要があります。

（3）現在は、学習に関する情報や学習機会が豊富に
なり、行政が生涯学習の機会を提供する分野や内
容には大きな変化がおきており、今後は、講座内
容や施設の提供について、高齢化や家庭・地域で
の教育など多角的なニーズにあわせていくととも
に、受益者負担の観点から施設利用や学習のコス
ト負担のあり方についても、市民・利用者・行政
とともに十分な検討を行っていく必要があります。

（4）生涯学習でのさまざまな資源を蓄積させていく
ためには、他の公共機関や大学、民間企業、団体
などさまざまな機関などと連携して、人から人へ、
また地域社会、世代間、産・官・学・民を含めて、
幅広いネットワークづくりをしていく必要があり
ます。

動向（現状）と課題

第3章　ひ　と … 健康で、はつらつとしたまちをめざして ― 次世代育成・健康福祉・教育・生涯学習 ―

第4節　だれもがいきいきと学び豊かな心を育むまちをめざす。（生涯学習）

生涯学習の推進1
第4節　だれもがいきいきと学び豊かな心を育むまちをめざす。（生涯学習） 1 生涯学習の推進

2 図書館サービス

3 生涯スポーツの推進

公民館の主催講座数・回数及び受講者数の推移 

主催講座数 回数 受講者数 主催講座数 回数 受講者数 主催講座数 回数 受講者数 主催講座数 回数 受講者数 主催講座数 回数 受講者数 

合　計 

内　容 

74 762 1,825 65 635 1,739 67 651 2,649 66 641 2,492 68 663 2,502

※大沼公民館は平成13年1月開館 
※鈴木公民館は平成16年10月開館 

年度 

（資料：公民館） 

13 14 15 16平成　１２ 
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前期基本計画【各論】

本計画における基本方針

予定される計画事業

（1）仲町図書館との合築による仲町公民館のリニューアル 

（1）新しい公民館のあり方の検討（講座内容、設置・運営、
受益者負担等も含めた） 

（2）公共施設予約システムの導入（再掲） 

（3）大学や地域との連携事業の推進（地域教育プラットフ
ォーム事業、齋藤素巖の作品を通じた連携など） 

事　業　項　目 前半〔5年間〕 後半〔5年間〕 目標設定 
施
設
事
業 

非
施
設
事
業 

（1）今後、地方分権時代の生涯学習にふさわしく公
民館の果たす役割や行政の関わり方について市民
とともに見直しを行い、時代に即応した新しい公
民館のあり方について検討していきます。

（2）現在の仲町公民館については、近隣の仲町図書
館との建替え時期にあわせて施設の統合化を行い、
生涯学習の新しい拠点施設を実現します。

（3）行政が実施した講座のあとにできる自主団体の
育成や、登録利用団体による公民館の利用という
従来の形態から、徐々に行政の関わり方の範囲を

見直しし、自主活動へと展開していくとともに、
現在の公民館の利用について、受益者負担の観点
からも施設利用や学習コストについてその負担の
あり方を、市民・利用者を含めて十分検討を行っ
ていきます。

（4）これからの生涯学習活動を支えるさまざまな資
源を蓄積するためにも、大学や関係機関、企業、
他団体などと連携し、幅広いネットワークづくり
を進めていきます。

公民館利用者数と講座受講者数の推移 

477

512 517
51251218

17

26
25 25

460

480

500

520

540

平成12 13 14 15 16
0
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20

30

公民館利用者数 
講座受講者数 (千人 ) (百人 )

（資料：公民館） 

(年度 )
※利用人数は公民館まつり、ギャラリー入場者含む 

0
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民
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数 
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動向（現状）

（1）市内には多くの図書館が整備され、さまざまな
目的で利用され図書資料が提供されており、市民
の生活に欠かせないものになっています。

（2）図書館には、図書資料とともに古文書、写真資
料等の地域の資料が収集・整理・保存されており、
地域の情報の拠点として機能しており、さまざま
な専門性が認められています。

（3）情報技術の進展とともに、蔵書の管理はもちろ
ん、インターネットを活用した検索や予約につい
ても実施され、利用者へサービスを提供していま
す。

今後の課題

（1）今後は、図書資料の充実とともに、情報技術を
活用した図書館システムのさらなる向上をめざし
て情報基盤の整備を推進し、また学校図書館との
連携を図るなかで、総合的なネットワークを形成
することが必要です。

（2）今後は、さらなるボランティアの活用や新しい
図書館運営のしくみを検討するなかで、専門性を
確保し、より活用しやすく便利な、新しい時代に
ふさわしい図書館を構築していく必要があります。

（3）近隣自治体にはない豊富な地域資料を備えてお
り、さらに活用し市民に親しんでもらうために資
料や情報のデジタル化*を促進し、積極的に情報
発信していくことが必要です。

（4）また、豊富な地域資料は、小平の歴史を記録し
後世に伝えるためにも、市内関係機関と連携しな
がら、専門性の高い市史編さんをしていくための
貴重な資料として活用される必要があります。

動向（現状）と課題

＊デジタル化…コンピュータ、パソコンなどで活用する
ために、情報を電子化すること。

第3章　ひ　と … 健康で、はつらつとしたまちをめざして ― 次世代育成・健康福祉・教育・生涯学習 ―

第4節　だれもがいきいきと学び豊かな心を育むまちをめざす。（生涯学習）

図書館サービス2
第4節　だれもがいきいきと学び豊かな心を育むまちをめざす。（生涯学習） 1 生涯学習の推進

3 生涯スポーツの推進

2 図書館サービス

蔵書冊数 
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予約件数 

レファレンス件数 

1,205
1,136

47

1,189
1,145

49

1,199
1,154

68

1,202

1,368

125

1,188

1,470

168

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

平成12 13 14 15 16

図書館利用の推移 
(千冊)

8,375

5,112

4,623
4,313

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

(資料：図書館)
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図書館別特別収集資料の状況 
（平成17年4月1日現在） 

特別収集資料名 資料数 開始年月 収集館名 

古文書 27,200 昭和５０年９月 

地域資料 58,400 昭和５０年４月 

特別文庫 13,600 昭和６０年７月 

視聴覚資料 14,700 昭和６０年７月 

外国語図書 1,000 平成１３年１月 

地域雑誌、タウン誌、ミニコミ誌 4,900 昭和６１年１月 仲町図書館 

地域の広告、チラシ 50,000 昭和５４年４月 花小金井図書館 

録音図書 1,100 昭和５５年７月 

点字資料 600 昭和５５年７月 

布の絵本 140 昭和６３年４月 

教科書 400 昭和５６年６月 

郷土写真のデジタル化 3,500 平成１４年４月 

地域の新聞記事切り抜き 40,000 昭和５２年２月 

郷土写真 55,000 昭和５３年７月 

地域のパンフレット、ポスター 3,800 昭和６３年３月 津田図書館 

地方出版物 2,400 昭和５７年６月 

市内在住著作者資料 

合　計 

2,400 昭和６０年７月 

279,140

(資料：図書館） 

大沼図書館 

中央図書館 

小川西町図書館 

喜平図書館 

上宿図書館 
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＊レファレンスサービス…「参考、参照」の意味で、図
書館などで利用者からの質問を調査し、回答すること。

本計画における基本方針

予定される計画事業

（1）仲町公民館との合築による情報技術を駆使した創造性
の高い仲町図書館のリニューアル 

（1）地域資料・情報の収集と図書館ホームページでの発信 

（2）開架図書の蔵書更新と電子情報の提供の推進 

（3）学校図書館への図書搬送システムの整備 

（4）小平市史編さん事業の実施（再掲） 

事　業　項　目 前半〔5年間〕 後半〔5年間〕 目標設定 
施
設
事
業 

非
施
設
事
業 

（1）市民や利用者にとって便利で頼りになる新しい
図書館サービスとして、図書資料や地域資料など
の充実とともに、レファレンスサービス*や児童
サービスを、図書館の基幹的なサービスとして位
置づけます。

（2）さらに、情報技術を駆使した図書館の情報機能
の充実や情報基盤の整備を促進するとともに、学
校図書館との連携を進めます。

（3）また仲町図書館については、近隣の仲町公民館
との建替え時期にあわせて施設の統合化を行い、
情報技術により利用者の創造性をより高めていき
ます。

（4）今後、地域に関心が高まることが予想されるな
かで、現存する貴重な資料を整備し、提供するこ
とにより、小平の市史の編さんを支援するなかで、
貴重な歴史や文化を記録し、広く理解してもらう
ことを進めます。
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動向（現状）

（1）近年は健康志向の高まりもあって生涯スポーツ
が盛んであり、市内の体育施設はスポーツ愛好者
の健康増進の場として、また多くの人々の健康づ
くりや生涯学習、レクリエーション活動などの場
として、地域における人々の多様な活動を支えて
います。

（2）現在、体育館での各施設や、グラウンド、テニ
スコートなど生涯スポーツのステージとなる体育
施設を団体利用する場合は、各施設窓口で予約の
受付を行っており、各施設の利用等についてネッ
トワーク化されていないことから、今後は予約等
も含めて、より便利なシステムの構築が求められ
ています。

今後の課題

（1）人々がみずからの意思でそれぞれの体力や年齢
に応じてスポーツを楽しみ、健康の維持・向上の
ための環境づくりを実現していくためには、スポ
ーツ活動の拠点を整備し充実させていくとともに、
活動を支える人材の育成やボランティアのしくみ
づくりが必要です。

（2）市内の体育施設については、だれもが利用しや
すい施設の管理・運営をめざすとともに、今後は、
情報技術の導入により市内における広範囲な施設
利用を促進させ、少しでも便利な施設利用のため
のネットワークシステムを構築することが必要で
す。

動向（現状）と課題

第3章　ひ　と … 健康で、はつらつとしたまちをめざして ― 次世代育成・健康福祉・教育・生涯学習 ―

第4節　だれもがいきいきと学び豊かな心を育むまちをめざす。（生涯学習）

生涯スポーツの推進3
第4節　だれもがいきいきと学び豊かな心を育むまちをめざす。（生涯学習） 1 生涯学習の推進

3 生涯スポーツの推進

2 図書館サービス
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本計画における基本方針

予定される計画事業

（1）小学校校庭への夜間照明設置の検討 

（2）プレイパーク設置の検討・実現（再掲） 

（1）体育施設の計画的維持管理の実施 

（2）八ヶ岳山荘の今後のあり方の検討 

（3）総合型地域スポーツクラブの育成 

（4）生涯スポーツを支える人材育成やボランティアのしく
みづくり 

（5）関係団体やNPO団体等との連携・協働 

（6）公共施設予約システムの導入（再掲） 

（7）東京国体開催に向けての準備 

事　業　項　目 前半〔5年間〕 後半〔5年間〕 目標設定 
施
設
事
業 

非
施
設
事
業 

（1）市民のスポーツ活動や健康づくりを実現するた
めのスポーツ活動の拠点確保や整備とともに、そ
の自主的な活動も含め支援する人材育成やボラン
ティア制度のしくみ、また関係団体やNPO等との
連携・協働などについて検討し実現を図ります。

（2）今後は、市内の広範囲な体育施設の利用につい
て、利用者にとってより便利になるような施設予
約のネットワークシステムを実現します。

（3）平成25年（2013年）に多摩・島しょを中心に
開催が予定される第68回国民体育大会（東京国体）
を成功させるために、他の多摩地域の自治体とそ
の実現に向けて連携して準備を開始し、多摩にお
ける体育の振興と知名度を高めていきます。

施設 年度 平成１２ １３ １４ １５ １６ 

グラウンド ６，６５１ ７，０２６ ６，６６７ ８，３７７ ８，０３３ 

市民総合体育館 ２０６，６０６ ２１０，７２５ ２２３，７１２ ２３１，７６１ ２２３，８９２ 

花小金井武道館 ５０，８１８ ５２，１７４ ５０，４１１ ５３，２３８ ５３，６５０ 

テニスコート ２９，４８０ ３５，３０６ ３４，３７３ ３５，４６３ ３５，４８９ 

プ ー ル ２０４，１１４ １８１，４３６ １９１，７２２ １５７，６３０ １７２，３４０ 

子どもキャンプ場 ６，２１９ ４，３５０ ５，６５７ ６，４９６ ７，１６４ 

市民広場 ８８，０８４ ８２，４３４ ９６，３３０ ５１，７１１ ３９，８５６ 

萩山卓球室 １，８３５ １，６９３ ２，３１９ ２，６９０ ２，４８４ 

八ヶ岳山荘 

時間 

人 

人 

時間 

人 

人 

人 

人 

人 

時間 

人 

人 

時間 

人 

人 

人 

人 

人 

時間 

人 

人 

時間 

人 

人 

人 

人 

人 

時間 

人 

人 

時間 

人 

人 

人 

人 

人 

時間 

人 

人 

時間 

人 

人 

人 

人 

人 １，１３８ ８８１ １，０４２ １，１８０ ９１２ 

（資料：体育課） 

スポーツ・レクリエーション施設の利用状況 
（各年３月３１日現在）（単位：のべ時間、のべ人数） 
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凡　例 

生涯学習施設（文化・スポーツ施設)
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